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　【目的】ワカメに多く含まれる粘性多糖類であるアルギン酸は、そのカチオン結合性

のため、小腸でのカルシウム（Ca）吸収を阻害すると考えられてきた。しかし近年、

食物繊維は、ミネラルの吸収に促進的に作用することも報告されている。そこで、本

研究では、骨粗燃症モデルである卵巣摘出ラットを用いて、その骨代謝に及ぼすワカ

メ摂取の影響を個体レベルで調べた。

　【方法】10週齢の雌SDラットに卵巣摘出手術を行い、低Ｃａ（0.01％）飼料で40日間飼

育した。その後、対照群、ワカメ（葉ワカメ、茎ワカメ、芽株）添加飼料群、ゴマ添加

飼料群、スキムミルク添加飼料群およびホウレン草添加飼料群に分け、28日間飼育し

た。各飼料のCa含量は0.25%であり、このうち食品由来のCa含量は0.075%とした。
　【結果】最終体重および飼料摂取量に、群間で有意な差は見られなかった。実験飼料

摂取後1、2日目のワカメ摂取時のCa 吸収率および保持率は、スキムミルクには及

ばなかったものの、ゴマおよびホウレン草摂取時に比べて高かった。また、27、28

日目のCa吸収率および保持率は、他に比べて芽株摂取により上昇する傾向が見られ

た。大腿骨の灰化重量およびCa量は、ホウレン草の摂取で有意に減少したが、ゴマ、

ワカメおよびスキムミルク摂取による明らかな差は見られなかった。以上の結果から、

ワカメ摂取によりCa利用率の明らかな上昇は観察されなかったが、ワカメのCa利

用率は、これまで考えられていたよりも高い可能性が示された。
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　[目的]骨では骨形成と骨吸収が絶えず行われており、その動的平衡によって骨量が

保持されている。この骨代謝にビタミンC(Ｖ.C)欠乏がどのように作用するかを調べた。

　[方法]遺伝的にv.c合成能を欠損したＯＤＳラット(12週令､雌)をv.c欠乏食で1, 2,

　３週間飼育し(C1 ,C2,C3群)、体重測定と１週間毎の24時間尿を採取し、尿中Hyp量

を測定した。飼育後、血液と大腿骨・脛骨を採取し、骨の軟Ｘ線撮影を行い、血清と骨の

アルカリホスファターゼ(ALP)活性、酒石酸耐性酸性ホスファターゼ(TRAP)活性、及び

骨のHyp量を定量した。さらにゼラチンー、カゼインーザイモグラフィーによって骨のマト

リックスメタロプロテイナーゼ(MMP)活性を測定した。

　[結果]体重はすべての群で対照群と同様の増加が見られた。軟Ｘ線の結果、C1で既

に膝関節部の骨幹端のCaの減少が認められ、C3で対照群の約５０％にまで減少した。尿

中のHyp量はC1 , C2で約３倍に上昇し、血清のCaはC1で有意に上昇した。血清の
TRAPはC2,C3で約２倍に増加したが、ALPには変化がなかった。脛骨においてもTRAP

はC2,C3で有意に増加したが、ALPには変化がなかった。脛骨のHyp量はC1で約７０％

に有意に減少した。また骨中のMMP2,MMP9活性の上昇、カゼイン分解活性の上昇がCl

で既に認められ、C2, C3で更に増大した。即ち、Ｖ.Ｃ欠乏の非常に初期の段階において、

MMP活性の上昇によるコラーゲンの分解促進とTRAP活性の上昇により骨吸収活性が増加

し、骨量の減少が生じたと考えられる。
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